
­­­­
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
日
程
で
休

館
･休
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
貸
出
施
設
や
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
西
部
と
北
部
に
あ
る
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る
自
動
交
付
機

は
、
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

９
月
16
日
(土)
に
休
館

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
５
３
)１
０
３
９

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
３
８
)１
２
１
２

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
４
５
)２
２
６
１

９
月
18
日
(月)
に
休
館

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
８
８
)８
０
８
０

今
年
度
、
新
成
人
と
な
る
か
た
へ
発

送
す
る
｢新
成
人
の
つ
ど
い
｣案
内
は
が

き
の
裏
面
に
、
広
告
掲
載
を
希
望
す
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
は
が
き
は
11

月
に
作
成
し
ま
す
。

入
札
▼

９
月
22
日
(金)
午
前
10
時
か
ら
、

市
役
所
５
階
の
５
❘

Ｂ
会
議
室
で

入
札
申
込
▼

必
要
書
類
は
、
生
涯
学
習

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
同

室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
上
、
９

月
４
日
(月)
か
ら
14
日
(木)
午
後
５
時
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
(８
８
８
)５
８
１
０

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/city/ed
/lf/

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
は
、
10
月
１
日
に
一
斉
更
新
と

な
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

世
帯
主
あ
て
に
９
月
下
旬
に
簡
易
書
留

で
お
送
り
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
を
受

け
取
る
際
は
受
領
印
が
必
要
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記

載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
と
き
に
、
必
ず
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
70
歳
以
上
の
か
た

は
、
｢国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
｣

も
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
短
期
被
保
険
者
証
、
被
保
険

者
資
格
証
明
書
を
お
持
ち
の
世
帯
に

は
、
後
日
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
国
保
年

金
資
格
担
当
☎
(８
８
８
)５
６
３
３

■
｢国
民
健
康
保
険
税
｣第
３
期
の

納
期
限
は
10
月
２
日
(月)
で
す

納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
市

税
の
納
付
に
は
、
簡
単
で
便
利
な
｢口

座
振
替
｣を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

か
た
は
、
納
期
の
最
終
日
が
口
座
か
ら

の
引
き
落
と
し
日
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
収
納
推

進
室
☎
(８
８
８
)５
６
３
４

全
国
お
よ
び
地
域
別
の
就
業
構
造
に

関
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
10
月

１
日
現
在
の
国
民
の
就
業
･不
就
業
の

状
態
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
調

査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
統
計
課
調
査
統

計
担
当
☎
(８
８
８
)５
４
７
０

­
次
の
市
有
地
を
、
９
月
４
日
(月)
午
前

９
時
か
ら
先
着
順
に
売
却
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
地
の
所
在
▼

面
積
…
売
却
価
格

①
新
屋
北
浜
町
262
番
２
他
３
筆

▼

１
万
５
千
91
･50
㎡
…
１
億
１
千
545

万
円

②
河
辺
和
田
字
岡
村
５
番
２
他
１
筆

▼

345
･09
㎡
…
336
万
４
千
円

●
問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
活
用
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
９

｢秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
｣の
認
定
に
伴
い
、
第
二
種
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
特
例
区
域
(＊
)を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
▼

10
月
26
日
(木)
午
後
６
時
〜
７
時

会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋
室
４
(市
役
所

３
階
)　

＊
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
中
心

市
街
地
に
お
い
て
、
大
規
模
小
売
店

舗
の
新
設
な
ど
の
手
続
き
の
簡
素
化

な
ど
が
適
用
さ
れ
る
区
域
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
貿
易
振
興
課

☎
(８
８
８
)５
７
２
８

平成29年８月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u311,403人(-193)…男u146,740人(-69)　女u164,663人(-124)

●世帯u135,996世帯(-116) 

７月分 出生u202人　死亡u309人　転入u649人　転出u735人　

( )内は前月比●１年前の人口u313,987人

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

正面玄関

市�

民�
�

Ｓ
Ｃ

�
�
�
�
�
�
�
�

の
臨�

�

時�

休�
�
�

館�
�

と

自�

動
交

�
�
�
�

付
機

�

�

の
休�

�
�

止�

６

新�
�

成�
�

人�
�

へ
の
案�

�

内�
�

は
が
き

に
広�

�

告�
�

を
載�

せ
ま
せ
ん
か

市
庁
舎
の
利
用
者
増
加
お
よ
び
屋
外

環
境
整
備
工
事
に
伴
い
、
市
役
所
駐
車

場
が
混
雑
し
て
お
り
ま
す
。

市
役
所
ま
た
は
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
乗
り

合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

就
業

�
�
�
�
�
�

構
造

�
�
�
�

基�

本�
�

調�
�
�

査�

に

ご
協
力

�
�
�
�
�
�

く
だ
さ
い

中�
�
�

心�
�

市�

街�
�

地�

活
性

�
�
�
�

化�

の
た
め

の
特
例

�
�
�
�

区�

域�
�

が
変�

わ
り
ま
す

国�
�

保�

の
新�

�
�

し
い
被�

保�

険�
�

者�
�

証�
�
�

を
お
送�

�

り
し
ま
す

市�

有�
�

地�

を
売�

�

却�
�
�

し
ま
す



■
食
事
を
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

毎
日
の
食
事
で
主
食
･主
菜
･副
菜
を

組
み
合
わ
せ
、
か
ら
だ
に
必
要
な
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

■
毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の
野
菜
を
！

１
日
に
取
り
た
い
野
菜
摂
取
量
は
350

㌘
以
上
。
秋
田
市
民
の
平
均
は
約
320
㌘

で
目
標
ま
で
あ
と
一
歩
。
付
け
合
わ
せ

を
足
し
た
り
、
野
菜
の
具
を
増
や
し
た

り
、
野
菜
が
不
足
し
が
ち
な
朝
と
昼
に

１
皿
追
加
す
る
工
­­夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
い
し
く
減
塩
、
１
日
マ
イ
ナ
ス
２
㌘

だ
し
、
柑
橘

�
�
�
�

類
、
香
辛
料
な
ど
の
旨�

�

味
･香
り
を
生
か
し
て
、
少
な
い
調
味

料
で
お
い
し
く
減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

■
牛
乳
･乳
製
品
を
毎
日
と
り
ま
し
ょ
う

カ
ル
シ
ウ
ム
と
タ
ン
パ
ク
質
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
含
ま
れ
る
、
牛
乳
･乳
製
品

を
毎
日
と
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
８

①
②
と
も
、
研
修
期
間
中
に
奨
励
金

が
受
給
で
き
ま
す
。

①
秋
田
市
新
規
就
農
研
修
生

園
芸
作
物
(野
菜
･花
き
)栽
培
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、
栽
培
の
基
礎
知

識
･技
術
や
模
擬
経
営
研
修
に
よ
る
応

用
知
識
･技
能
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

選
考
は
書
類
審
査
と
面
接
。
テ
キ
ス

ト
や
作
業
服
代
な
ど
は
自
己
負
担
で
、

傷
害
保
険
へ
の
加
入
も
必
要
で
す
。

対
象
▼

申
請
時
に
50
歳
以
下
で
、
野
菜
･

花
き
の
経
営
を
志

�
�
�
�

し
、
研
修
終
了
後
１

年
以
内
に
秋
田
市
で
の
独
立
･自
営
就

農
、
ま
た
は
雇
用
就
農
が
確
実
に
見
込

ま
れ
る
か
た
­な
ど

期
間
▼

平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年
間

会
場
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
(仁
井
田
字

小
中
島
)
ほ
か
　
定
員
▼

10
人

申
し
込
み
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
か
同

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

な
ど
を
入
手
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
９
月
１
日
(金)
か
ら
11
月
10
日
(金)
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
(郵
送
可
)。
☎
(８
３
８
)０
２
７
８

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/city/ag/p
c/

②
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生

新
規
就
農
な
ど
に
必
要
な
技
術
を
身

に
つ
け
た
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

県
の
農
業
･果
樹
･花
き
･畜
産
の
試
験

場
な
ど
で
研
修
を
行
い
ま
す
。
選
考
は

書
類
審
査
と
面
接
。
受
講
無
料
。

対
象
▼

申
請
時
に
45
歳
未
満
で
、
研
修

終
了
後
に
秋
田
市
で
の
就
農
が
確
実
に

見
込
ま
れ
る
か
た

期
間
▼

平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年
間

申
し
込
み
▼

９
月
４
日
(月)
か
ら
10
月
13

日
(金)
ま
で
に
農
業
農
村
振
興
課
へ
。

☎
(８
８
８
)５
７
３
５

広報あきた　平成29年９月１日号７

９
月
は

食�
�
�

生
活
改
善

�
�
�
�
�
�
�
�

普�

及�
�
�

月
間

�
�
�
�

８月４日、県と市は、｢㈱ジェイテク

ト｣(代表者･安形哲夫取締役社長、本社･

名古屋市)を誘致企業として受け入れる

ことを発表しました。

㈱ジェイテクトは、自動車部品･工作

機械などを生産するトヨタ自動車グル

ープの主要企業で、自動車用ステアリン

グ部門では世界最大手であり、特に電動

パワーステアリングでは世界で初めて

開発･量産に成功し、現在でも世界シェ

ア(占める割合)首位に立っています。同

社の県内進出は初めてで、今回新たに

｢㈱ジェイテクトIT開発センター秋田｣

を中通四丁目に設立し、11月から業務

を行っていくこととしています。

秋田市への誘致企業の受け入れは、昭

和61年度以降では80番目となります(今

年度は１社目)。市では、地域経済の活

性化と地元雇用の拡大を図るため、今後

も、優遇措置制度などをＰＲし、企業の

誘致活動に努めてまいります。

企業立地雇用課企業集積担当

☎(888)5733

８月４日に行われた協定締結式で。㈱ジェイ
テクトの河上清峯 取締役副社長と佐竹知事
(右)、穂積市長(左)

地元雇用を促進！
ソフトウェア開発の
企業を秋田市に誘致

㈱ジェイテクトIT開発センター秋田
事業内容u自動車の電動パワーステアリ
ングシステムおよび駆動系部品のソフ
トウェアの開発　
資本金u５千万円
設備投資額u４千万円　
新規雇用u操業時12人

農�
�

業�
�
�

研�
�

修�
�
�

生�
�

を

募�

集�
�
�

し
ま
す


